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始め に

　あの 阪神 ・淡路大震災か ら 6 年 6 ヶ 月 。 震 災 は 、 遠 い 過去 の 出来事 の よ う

に 私 たち の 記 憶 の 遥 か彼 方 へ 消え去 っ た 感が あ る 。 しか し 、

一
方で 震災直後

「ボ ラ ンテ ィ ア元年」と称され た ボラン テ ィ ア
・
ム

ー ブメ ン トの 高 ま りは 、 現

在 も相次 ぐ国内外 の 災害 へ 駆 けつ け る緊急 救援NGO やボ ラ ン テ ィ アの 働き に

受 け継 がれ て い る。

　 「震災を忘れ な い 」 とい う言葉が あ る 。 しか し、 そ の こ とをただ 情緒的に語

るだ けで は な く、今だか ら こそ 、私 た ちは 一体何 を記憶に 留め 、 そ こ か ら何

を学び ・気づ き 、 そ して これ か ら誰 と共に 、 何 をなすべ き か 、 につ い て冷 静 に

検証す る必要が あ るの で は な い か。「震災か ら離れず 、 そ して 震災か ら歩み 出

した い 」 と い うの は 切実 な思 い だ 。 生 々 しい 体験 が深 く刻 まれ た被災地 に

あっ て 、救援活動 の 一 端 を担 っ た
一

人 の 実践 レポー
トとして 、 次な る 確か な

一
歩を踏み 出 して い くた め の、KOBE 発 「災害救援 と YMCA 」 と位置づ けて

いただけ れば有 り難い 。

　本 レポー トで は 、 第 1 に 、 YMCA とい う NGO が 、 過去災害救援 に どの よ

うな 関わ りを持 っ て き たの か、 そ の 一
端に触れ た い 。 第 2 に、阪神 ・淡路大

震災以降、 被災地 に あ る 神戸 YMCA を 中心 と して YMCA とい う組織が どの

よ うに救援活動 を展 開 した の か 。第 3 に、そ の 特徴 とは何か 。 第 4 に 、地域

の 緊急救援NGO ネ ッ トワー ク と共に 国 内外の 災害 に どの よ うに 関わ っ て きた

の か 。 最後 に 、 そ れ らの 活 動 にお け る課題は 何か、 につ いて 探 りたい 。

第 1章 ：YMCA の 活動とその 理念

　YMCA は 、 1844 年 に英 国 ロ ン ドン に誕 生 した。 ジ ョ
ー ジ ・ ウィ リアム ズ

（YMCA の 創始者）を中心 とす る 12 名の 青年が、産業革命の 進む 中 、 非人間

的な状況 に多 くの 青年が追 い 込 まれ て い くの に 対 し、これ を 自分た ち の 手で

改善す る こ とを願 い 、 青年 を啓発す る 活動を始 めた の が 発端で あ る。
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　 日本で は 1880 年に 東京YMCA が 、 そ の 後大阪 ・
横浜と続 き 、 神戸 YMCA

は 1886 年 に創立 され 、 2001 年で 116 年 目を迎え る 。 現在世界 122 の 国 と

地域 に あ り （国内で は 31 都市 に加 え 29 の 大学 YMCA が ある）、約 3，000 万

人 の 会員 を有す る文化、教育、健康 ・ス ポー
ッ 、キ ャ ン プ、宗教、国際協 力、

各種地域活動 な ど幅広 い 領域 で プ ロ グ ラ ム を展開す る地 球規模 の NGO で あ

る 。 民法第 34条に よ る 生涯教育を実践す る非営利公益法人で あ り、か つ 国連

の 経済社会理事会に参加 を認め られて い る NGO で もある 。

　YMCA は、 も う
一

つ の 国際的な NGO で ある 赤十字 と もそ の 起源 に おい て

密接な つ な が りを持っ て い る 。 国際赤十字誕生 の 地 （創立者ア ン リ ・ デ ュ ナ

ン）で あ る フ ラ ンス ・パ リ。 パ リの YMCA 会館 には 「貧 しい 人の友 な る 集 い 」

と書か れ 、YMCA 運 動の 原点 を示 して い る 。
　YMCA も赤十字 も、最 も困窮し、

苦難 に あえ ぐ人 々 へ 非政府的 「人 道援助」を実践す る機関で あ り、ボ ラ ン テ ィ

ア 組 織で ある とい え る 。

　YMCA の 基本理 念 （結合の 基準）は、パ リ基準 （1855 年制定 ・1955 年再

確認）、カ ンパ ラ原則 （1973 年制定）、 そ して 日本 YMCA 基本原則 （1976 年

制定 ・1996 年改訂） に 定め られ て い る 。

　 日本 YMCA 基本原 則 とは 、以 下 の 通 りで ある 。

　　「私た ち 日本 の YMCA は、イ エ ス ・キ リス トにお い て 示 され た愛 と奉仕の 生き

　方 に学びつ つ 、世界の YMCA の つ な が りの なかで 、次の 使命 を担い ます。

　　私た ちは 、すべ て の 人 々 が生涯 を通 して 全 人的 に成 長す る こ とを願 い 、すべ て

　 の い の ち をか けが えの な い もの と して 守 り育て ます。

　 　私た ちは、一人 ひ と りの 人権を守 り、正義 と公正 を求め 、 喜びを共 に し、痛 み

　 を分か ち合 う社会 を目指 します。

　　私た ちは 、ア ジ ア ・太平洋地域の 人 々 へ の 歴 史的責任 を認識 しつ つ
、 世界の 人 々

　 と共に平和の 実現 に努めます 。 」

　　　　　　　　　　　　　　（日本 YMCA 基本原則 　1996 年 6 月 15 日改訂）

第 2 章 ：YMCA と震 災救 援事業 との 関わ り

　阪神 ・淡路大震災に YMCA をベ ー ス に救援ボラン ティ ア活動 に携わ っ た

方 々 は 、 数万 人 に 上 る 。 国 内外 か ら駆 け つ け たボ ラ ンテ ィ ア や危機介入 プロ

フ ェ ッ シ ョ ナル は 、全体で 130 万 人 とも 160 万 人 とも言われ た あ の 大震災 。

しか し、 YMCA は 震災時、 特別な働 き を し た の で はな か っ た 。 ご く 自然 に 、

普段か ら多くの ボ ラ ンテ ィ ア を養成 し、組織化 し、 コ ミ ュ ニ テ ィ に お い て 社

会教育 ・ 福祉活動 を続 けて い る 団体 と して 動い た 。

　阪神 ・淡路大震災以 前の 、私が 属す る 神戸 YMCA の 記録 を遡れ ば 、 1886 年
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の誕 生直後 の 岐阜愛知震災救援 （1891 年）、そ の 後、関東大震災救援 （1923

年）、第 2次世界大戦、伊勢湾台風救援 （1959 年）、そ して 阪神 ・淡路大震災

（1995 年） と、 主な大災害 の たびに 救援復興活動を行 っ て い る。

　主 な 救援事業で 史料 に 記載 されて い る もの を列挙すれ ば、日本YMCA 史 か

らは 、 日露戦 争 （1904 ）・第 1 次世界大戦（1917）・ 関東大震災 （前述）・日支

事変（1937）、 そ して第 2次世界大戦 と続 く。 また 大阪 YMCA 史か らは 、 他 に

ジ ェ
ー ン台風水害 （1950）・第 2 室戸台風水害 （1961）な どが 記 され て い る 。

さらに全国 協力によ る大規模災害救援 と して は、伊勢湾台風 （前述）、 そ して

熊本初め全国 各地の 風 水害 ・地 震 に対 してそ の 都度救援活動を繰 り広げて い

る。そ れ ら に 一貫 して い る の は、そ の 地 の YMCA が コ ミ ュ ニ テ ィ サ ー ビス の

一
環、そ して 使命 と して 被災 した 人々 へ の 人道援助 を中心 とした救援事業 の 展

開で あ っ た。次 の 項で は 、そ う した YMCA な らび に時 に キ リス ト教会関係団

体 と協働 に災害救援活動 の 代表例と して、関東大震災にお ける YMCA の 震災

救援活 動 、 そ して 伊 勢湾台風 にお ける働 きの 紹 介 を通 して振 り返 っ て み た い 。

1） 関東大震災 一1923年 （大規模災害 へ
、 YMCA 救援事業の原 点 と して）

以下、 記録の 引用か ら。

　 「『9 月 1 日、大震災が起 こ るや 、職員
一

同は体育館に罹災民を収容 し救護に努

めたが 、午後 6時に至 り、遂 に本館 ・体 育館 も猛火 に包 まれ て しま っ た。一同 は

避難民と共 に宮城前の 広場 に逃れ、そ こ に て 飲料水 ・供給食料品 の 配給 をな し 、

翌朝会館の 焼 け跡に 20名の職員会をひ らき今後の 方針に 付き協議 した 。 』（救護事

業 日誌の 第 1 頁よ り） 一
中略 一

　 第 1 に着手 したの は、区内の 屍体取片付け、第 2 は飲料水の供給、また 近県か

　ら購入 した牛乳の配 給な ど、3 日目は須 田町そ の 他 に テ ン ト張 りの 救護 所 を設け

て 組織的な救護事業 に あた っ た 。 横浜 YMCA の 建物 も 3 階まで 燃えぬ けたが 、辛

う じて テ ン ト張 り救護所な ども大活動 を始め た。

　 同盟 会館や 東大 YMCA 会館 ももちろん大被害を受 けた。名古屋や京阪神 ・仙台

の 各 YMCA か らも直 ぐに救 援隊 が派遣 されて きた。救護事業本部が東京 YMCA

焼け跡に 設 け られ 、長 尾 半平 を委員長 と して た ちまち救護組織が 整 っ た。多 くの

他の 団体に もま して YMCA の立 ち上が りが 早く、実質的な救護 に あた り得たの は

一
つ には、軍隊慰問事業の経験が役立 っ たの で ある。 9 月 5 日、神戸か ら迎えた

賀川豊彦の 指導 に よ っ て さ らに こ の 救護 事業は大き く展開 された。 一中略 一

　　トルーマ ン、パ ター
ソ ンな どの 名誉 主事た ち も積極的 に協 力 を示 した。配給品

部は 、主 として 関西方面か ら物資金品 を募集 して罹災民 に配給 し、輸送部は、逓

信省や郵船会社の 許可 と後援の 下に芝浦か ら多くの 避難民を海上輸送 した。収容
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部は、焼け残 りの ビルディ ン グや天幕な どに 1，250名を収容 し、また慰安、教育、

宗教指導の 施設や プロ グ ラム に万全 を期 して 活躍 した。東京市の電気局長で あ っ

た長尾半平の案 によ っ て 、緊急交通網を復興 して市民の 足 とな っ た市営 バ ス （当

時円太郎と い っ た）運転手の養成の ため、東京YMCA 教育部は 、目黒に 自動車学

校をひ らき、200名余の運転手を臨時養成 した 。 」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本 YMCA 史よ り）

　史料 に よ れば 、東京 YMCA の 主な救護事業 に 関する デー タ と して 、（1）テ

ン ト救護所によ る救護人員
一 450

，000 名、 （2）少年慰問指導
一 25

，
000 名 、

（3）救護事業経費
一 114

，
000 円 ＊ 注 1 、 他 と記 され て い る 。 横浜 YMCA も

同様の 規模の救援事業を展開したが 、 そ の 記述は紙面の 都合上割愛させ て い

た だ くこ とを ご容赦 い た だきた い 。

　 さて 、 「神戸 と YMCA 百年」 の 記述か ら関東大震 災 をみ て み た い
。 以下

ご一 読 い ただ きた い
。

　　 「犠牲 者全体 で 91，344名、行方不明者 43 ．000名、全体 または消失家屋 464 ，900

　 戸、負傷者そ の 数を知 らず、人心の 極度 の 動 揺は流言 飛語 を交錯 させ 、ため に朝

　 鮮人、社会主義者な どの虐殺 とい う国 民的不 祥事を招 き、まさ に国家的事件と呼

　 べ るべ き未曾有 の 事態 を現出 させ た」

　　 「当時神戸 市基督教連盟 （神戸市内各教会 とキ リス ト教主義団体な ど）の 傘下

　 に 加え られ て い た YMCA は 、 震 災翌 日の 二 日に下 山手 青年会館図書室 に 、 連盟

　 加盟団体の 代表者 60 名を集め 、賀川 豊彦を臨時座長 と し て 『震災救援事業』 を

　 開始、直ち に 当日午後 4時出帆の 山城丸 に賀川 らは便乗、慰問調 査 に赴 い て い る。

　 同三 日、そ れ まで に寄せ られ た慰問品を携えて第二 便が備後丸で 後続 して い る。

　 一中略一こ の 時の 青年会 （YMCA ）の 活動は、組織的な ソ
ー

シ ャル ・ワ
ーク へ と

　 青年会関係者を 開眼 させ た こ とを、福山主事 （神戸 YMCA ）の 言葉の 中に読み取

　 る こ とが で きよ う。

　　 『救援の事業は終わ らな い 。 今後次いで 起 こ りくる、困難な る事業に接 して 誰が

　 そ の 為 に苦 しむであ らうか。私は祈る、社会的活動 に最 も相 応 しき立場 に置かれた

　 る青年会とそ の 会員の 諸兄が共 に こ の 新しき時代の 創建の 為に立たれん こ とを 。 』」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （神戸 と YMCA 百 年よ り）

　当初か らYMCA が 他 の キ リス ト教会や 団体 と共 に、災害対策本部の 一 員 と

な っ て 連絡調整 役 を担 い 、 あ る と き は陣頭指揮 を執 りつ つ 主 に レク リエ ー

シ ョ ン （戦時の 慰問事業）な どに イ ニ シアテ ィ ブを と っ て 活動 を して い た こ

と が読み 取れ る 。 余談 に な る が 、 2001 年で 150 周 年を迎え た米国 YMCA の
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記録か らも 、 第 1次世界大戦時か ら軍隊や被災地の 慰問事業 を手が けて い る

こ とを知 っ た。お そ らく欧米、そ して そ れ 以 外の 国 々 や 地域 で もYMCA と災

害救援 （戦時も含め る と）は 、 100 年近 い歴史的な関わ りを有す る こ とに な

る 。 こ れ は、 私個人 に と っ て も意義深 い もの を感 じる 。

　阪神 ・淡路大震災以前 を概観 すれ ば 、 関東大震 災な どの 大規模 災害ばか

りで は な く、風水害な ど にお い て もそ れ ぞれ の 地 で YMCA は規模 に 応 じた

救援活 動を必 要 に応 じて 繰 り広げて き た 。 そ れ をすべ て ご紹介す る紙 面 は

な い が 、 い ず れ に せ よそ こ に共 通す る の は 、 日常 と非 日常を切 り離す こ と

な く 、 日常 の 業 の 延 長線上 に 活 動 を位 置 付 け
一 定 の 働 き を展 開 して い た こ

とで あ る 。

2 ）伊勢湾台風 一 1959年

　伊勢湾台風は、 1959 年 9 月 26 日夕刻紀伊半島に上 陸 し 、 名古屋
一

都市だ

けで 一 瞬に して 1，940 名の 死 者 ・行方不 明 者を 出 した 。 関 東大震 災 同様、記

録か らの 引用 に頼 る こ とを ご了承 い ただきたい 。

　　 「伊勢湾台風の 被災者救援 に対 して 名古屋 YMCA は 9 月 30 日に 、

　 1．YMCA 関係で 救助金品を集め る こ と

　 2 ．体育館を避難民収 容所 とす る こ と

　 3．日本キ リス ト者医科 連盟 と協力する こ と

　 4．人手 を動員す る こ と

　　等 決定 したが、そ の 後 の 情勢の 変化 に よ り緊急理 事会 を開き、二 項をや めて 主

　 と して 第
一

線の被災者救援 （いわゆる アウ トリ
ー

チ活動）に 当たる こ とにな っ た。

　 これ には 関西YMCA （大阪を初め として神戸 ＊注 2、京都 YMCA ）の 応 援を得て 、

　 救援行 動隊 を組織 し、現地官公庁 との 緊密な 連携の 下に 、 特に 日本キ リス ト者医

　科連盟の 医療活 動 を合わ せて 適切 な救援活動 を実施する こ と と した 。

一中略
一

　　 4 日未明、関西 YMCA か ら トラ ッ クで運ば れ て きたボー ト6 隻、及び名古屋

　 Y 正隻を直ちに 現地に 送 り、行動を開始し、

　 1．巡回無料診療

　 2． 救援物資配給
一
食料 ・

衛生 材料 ・衣料品 ・新聞

　 3 ．連絡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　以 上 三 つ の 行動目標を達成す る こ とに 結集 した。 一
中略

一

　　 とに か く、風水害の 救援隊に は船足 と車両等 （三 輪 トラ ッ ク ・ヒル マ ン 車 ・ス

　 クーター等 ）の 機動 力な く して は何事 もなす事はで きなか っ た 。

　　 YMCA で は 、10 月 2 日よ り小 体育館 を、 （1 ）国際キ リス ト教奉仕団、（2 ）

　日本キ リス ト者医科連盟 、 （3 ）伊勢湾台風キ リス ト教救援本部等の 救援本部と し
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て 提供 し、さ らに奉仕団の 物資集積所 として 体育館 を約三 分の
一
提供 した。これ

ら諸団体 と緊 密な連携を取 りつ つ 行動する と共 に 、全国 YMCA （日本 YMCA 同盟

の 協力の 下に）、特に 関西 YMCA の 強力な 力を得て 、積極的な救援 に乗 り出 し、協

力態 勢 を保 ちつ つ 、 時々 刻々 変化 して い く諸情勢に 対処 した ．」

　　　　　 （伊勢湾台風 と YMCA 救援活動報告
一
名古屋 YMCA 、 1960．2．　29）

　救援事業は第 1 期か ら第 3 期 に分か れ、緊急救援の 時期か ら復 旧 ・復興 に

かけて それ ぞれ の 対策本部が組織され 、最 も困難な地域に あ っ て 多様に 展開

され た 。 特 に各 種 ワ
ー

クキ ャ ンプを初め主 と して 子 どもた ち を対象 と した ケ

ア活動、成人 を対象 と した もの 、そ して 「よ ろ ず相談所」 な どすべ て が あ の

阪神 ・淡路大震災で の 諸活動 に通 じる。 また蛇足で は ある が 、 同報告書は 、 伊

勢 湾台風 で の 救援活 動後 5 ヶ 月後 には詳 細 に渡 る 、 しか も部 分英訳 の レポー

トが作成 され て お り 、 後世 へ の 貴重な記録と して 残され て い る こ とに 驚き を

隠せ な い 。

　伊勢湾台風 の 際に は 日本 各地 に 加え 、 海外か ら も多大なる 援助が寄せ られ

（国内外の 援助金総額 は 2，485，617 円）、 その 背景に西 ドイツ 、 ア メ リカ 、 カ

ナダ 、 台湾 の 各 YMCA の 友情が あ っ た 。 当時 の 東根俊
一 ・名古屋 YMCA 総

主 事は 、「こ れ は誠に YMCA 精神の 表れ で あ る協カ
ー

致 の 賜物 と信 じます」と

述べ て い る 。

　最後 に な る が 、 一
つ の エ ピ ソ ー ドを紹介 して こ の 章を 終え た い

。

　　 「10 月 6 日夕刻、 フ ォ ル ク ス ワ
ーゲ ン で 二 人 の ドイ ツ 青年が 世界 （各地 の ）

　 YMCA 見 学の ため （そ の 一環 と して ）名古屋 に立ち寄 っ た 。

一人 は アル バ ー ト ・

　 シ ュ ワ ル ツ ＊ 注 3 （27 歳）、も う
一

人は カ
ー

ル ・ギ ュ ッ ラ
ー

（20 歳）で あ っ た が、

　 彼 らは YMCA の 救援活動を助け 、 そ の 惨状を見て 、 国 際電話で 救助品 を送る よ う

　 西独 YMCA 同盟 に訴え た 。 翌 日、本国よ り電報為替で 5，000 ドイ ツマ ル ク （邦貨

　 428 ，000 円）が送金され 、そ の後 さ ら に 4200 マ ル ク と 11 回 に わた っ て 医療品

　 が急輸 され て きた。医療品は 日本価格 2，000，000 円に も及ぶ もの で あ っ た。西 独

　 Y の
一

青年が 故国 に 訴え 、直ち に莫大な援助が寄せ られ た の で あ っ た 。 そ こ で は

　 YMCA の 国際的な組織が 生か され、兄弟愛が 打てば 響くよ うに脈打 っ て い た。

　　 1961 年 9 月、大阪方面に第二 室戸台風が 来襲 した ときには、名古屋 YMCA か

　 ら19名が出かけ、伊勢湾台風の ご恩返 しにとさっ そ く災害の 救援 に当た っ た」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （名古屋 YMCA60 年史）

　 これ ら以外 に も本項 の 冒頭 で 触れ た よ う に 、 私 の 知る範囲 で も熊本の 水害 、

雲仙普賢岳 （1991）、 北海道南西 沖地震 （1993）な ど YMCA の 災害救援活動
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が あ る。詳 し くは、特 に 雲 仙普賢岳の 噴火災害に お ける熊本の YMCA の 働 き

は 、 阪神 ・淡路大震災の 際の 救援活動の 「試金石」 とな っ た。

第 3 章 ：阪神 ・ 淡路大震災

1）震災直後

　い つ も通 りそ の 日 1995 年 1月 17 日、 当時の 日本 YMCA 同盟 総 主 事の 宮

崎幸雄氏は 、 午 前 6時 前 、 朝の ニ ュ
ー ス 報道を チ ェ ッ ク して い た 。 そ れ は 、

ベ

トナム戦争の 真 っ 只 中、大 阪YMCA か ら単 身で激戦 地 に飛 び 込 み 農村開発 に

従 事 した後 、 世 界YMCA 同盟難民救済主任主事 として 世界中の 紛争や災害の

地 に 東奔 西走 して い た時か らの 習慣 だ と言 う 。

“
Think　Glebally

，
　Act　Locally．

”

を地 で行 く人だ。 世界各地の 火事場で 養わ れ た経験、研 ぎ澄 ま され た危機対

応の 感覚 （嗅覚）と レディ ネ ス （備 え と態度）が 阪神 ・淡路大震災発生直後 、

い ち早 く国内外の 旧知の 仲間に 大地震発生 を連絡、次 の 行 動 へ と走 らせ た 。

　まず最 も近い 日本YMCA 同盟本部ス タ ッ フ を事務所へ 直行 させ 、 丁度大阪

入 りを して い た 同盟 ス タ ッ フ 世戸俊夫氏、田 中真一 氏 に も 緊急対応の 指示 を

出し、 状況確認 と対策本部の 発足 へ と体制 を 整えて い っ た 。

　時 を同 じ く して 、 激震地 の
一

つ で あ っ た神戸で 前総主事の 古谷武雄 ご夫妻

が 「生 き埋 め にな っ て い る」 との 第 1報 を受け、 山 口徹総主事、近江岸建助

氏 （現副総主 事）両名は 、 古谷宅 へ 駆 けつ けて い た 。 古谷 ご夫妻 を救出 した

後、午前 10 時頃に は神戸 YMCA に災害救援本部が そ の 2 名に よ っ て 立ち 上

げ られ た 。 そ の 後の 行 動に つ い て は、被災当事者で あ り、救援者 とな らね ば

な らなか っ た 者た ちに とっ て あの カオス の 極みの よ うな 状況下で あっ たため、

い まだに 整理が 困難な 状態 で 、振 り返 りが 難 しい 。 不確か な 記憶 と断片情報 ・

記録 を も と に今後 も検証 し て い く必要が あ る 。

　関連す る 動 き と して は、 第 1 に、 何 と地震発生 「当 日」 の 夕方 に は 1999

年度に ノ
ー ベ ル 平和賞を受賞 した 国境な き医師団が神戸 YMCA に 駆 けつ け

て い た こ と （後 に、 西神戸 YMCA と も連携協力 しな が ら救援活動 をした）。

彼 らは初 日か ら 「こ れ か ら 、 心の 問題が とて も大切 だ」 と語 っ て い た と言 う 。

第 2 に、 震災直後故草地賢一氏 （元 YMCA 主事 ・当時 PHD 協会総主 事） の

呼びか け に 呼応す る 形で 、神戸 NGO 協議会メ ンバ ー を軸 に 、
「地 元 NGO 救援

連絡会議」 が 1 月 19 日、神戸 YMCA 　1階 ロ ビー を拠点 と して 活動が 開始 さ

れた こ とだ 。 そ の こ とに つ い て は また後 ほ ど触れ る こ とにす る 。

2 ）対策本部発足 と組織的救援活動展 開

　当時 の 記 録を た どれば、震災直後 の 3 日間 で 東京 に あ る 日本YMCA 同盟 （同
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盟震 災対策 本部 ） と被 災地 神戸 YMCA （現地 震災対 策本 部） とは 、 の べ

20 枚近 くの Faxを 、 日時 を克明に記 しなが ら 、 や り取 りを して い る 。 同盟か

らの Fax は 、 山 口 総主事 （救援対策本部長） を通 して 、神戸 YMCA に向け 、

内外 の情勢報告 （有効な情報源） と して、 ま た活動展開の た め の 指針 と して

活用 された 。

　詳細は、 別表の 通 りで ある 。 （資料編 ：P．1 ・P．2）

　現地対策本部 （神戸 ）とそ の 他二 つ の 救援基地 （西宮 ・西神戸）、 そ して 被

災地 を近隣で バ ッ クア ッ プす る 大阪 YMCA を 中心 と した東地区YMCA 、さ ら

に国内外の チ ャ ン ネル を駆使 しつ つ 、連絡調整機能 を担 っ た 日本YMCA 同盟 。

そ の 3段階の 緊急救援 に 関わ る総合的な連携 シ ス テ ム は特 筆すべ き で ある し 、

またそ れ は 「日常か らの ネ ッ トワ
ー

ク」 が最大限に 生か された 場面だ っ た 。

　海外 の YMCA との ネ ッ トワ ー ク もフ ル 稼働 した e 特 に 、日頃か らの パ ー ト

ナ ー シ ッ プYMCA （例 ：神戸 の 場合、米国 シ ア トル、台湾高雄、タイチ ェ ン

マ イ 、 そ の 他計 4 力 国 5箇所 の YMCA との 交流関係 に あ る）の 存在 と長年築

き上 げた相 互 交流 とい う関係性が、前線基地 へ の 多大な る後方支援 とな っ た。

「平素 、 構築 され た 複合的な ネ ッ トワー ク層 の 厚 さ」 が 功を奏した とも言え

る 。 基本 は や は り、人 と 人 と の 関係 一 あい つ の た め に は
一

肌 脱が ざ る を得な

い と い う顔 の 見 え る 関係
一
即 ち 日常の つ な が りが、「い ざ」とな っ た 時にすば

や い 援助 に動 く、 こ とを実感 した 。

3） 具体的な取 り組み （西宮 ・三 宮 ・西神戸各 YMCA にて）

　救援復興活動は、西宮 （東 日本地 区本部）・三 宮 ・西神戸 （西 日本地 区本部）

の 三 つ の YMCA を拠点 と して展開され た 。 1996 年 1月 17 日 （震災 1周年を記

念して 発刊され た）の 救援活動レポー トによ っ て 、 以下にそ の 概要 を示 した い 。

  救援活動の 主 な内容は 、
「救援 物資」 「子 ど もの ケア」 「イベ ン ト」 「情報」

　 「高齢者 の ケ ア 」「ボラ ン テ ィ ア」の 六 つ の 領域 に渡 り、全体で 延べ 52，000

　名 （1995 ．11．30現在） の ボラ ン テ ィ アが 参加 した。

  支援 して くださ っ た 国内外の 団体 （外部）は約 140 に のぼ り、 国際 ロ ー

　 タ リー 日本 171YMCA （団体）・130 ワイ ズメ ン ズク ラブ （団体）、他

　 数え切れ な い個人か らの 義援金を頂 い た 。

  西宮 ・三 宮 ・西神戸、個 々 の YMCA の 救援活 動は、 三 者三 様 だ っ た 。

少 し当時 の 各救援本部長の 言葉か ら、 読み取 っ て い た だ きた い 。
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〈西宮本部長　山口　元 氏〉

　「韓国の YMCA か ら来た ボラ ン テ ィ ア の グループに、72年前の 関東大震災の 際

の YMCA の 先達の 働き を紹介 して 、 今回 の我 々 の 働きが まだまだ及ば な い こ とを

謙遜 も含め て レクチ ャ
ー して い た時、突然凍 り付き ま した。阪神大震災 の 死 者

5，500 人 （当時）。ほぼ 同数の 韓国朝鮮人の 人た ち を関東大震災で 日本人は虐殺 し

ま した 。そ の こ とが 頭をよ ぎっ たか らで す。しか も、言 葉の 通 じな い 韓国 の グルー

プを迷 惑に思 っ て い ま した 。 第 2次世界 大戦時 に残虐行為を行 っ た 日本 人の た め

に、何 か を した い と来て くれ たボ ランテ ィ ア に対 して で す 。 私は都合の 良い とき

だけ被災者の 立場に 立 っ て 内外に 要求や抗議ば か りして いた こ とを思 い 知 らされ

ま した 。 被災者で ある 前に
一

人の イエ ス ・キ リス トの 弟子であ りた い 。被災 した

YMCA で は な く被災地に ある YMCA と して 救援 と復興の 両輪で 、キ リス トを羅

針盤に 神の 国 へ 全力で 走ろ うと決心 しま した。」

〈 三宮本部長 　近江 岸建助氏〉

　 「〜 ライ フ ライ ン か らハ ー トライ ン へ 〜が、活動 の キ ャ ッ チ フ レーズで した 。 電

気 ・水道 ・ガス の 復 旧に伴 っ て、流通 の起点で ある三宮 YMCA 近辺 の往来は 増え 、

再生へ の 息吹が 感 じ られ るよ うにな りま した。しか し、大震災が もた らした心 へ

の ダメージ は 、 そ う簡単 には 回復 しませ ん 。 ハ ー トライ ンには 、 物 を配 るだけで

はな く、暖か い 気持 ち を添 えて少 しで も心の 支え に なりた い とい う私たちの 願い

が込め られ ま した 。 外国 人大道芸人に よ るパ フ ォ
ー

マ ンス で、久 しぶ りに ドキ ド

キわ くわ くする瞬間 を過ご した り、 P．T．S．D ．（心 的外傷後ス トレス 障害 ・症候 群）

に 目を止め 、数千個の ぬ い ぐるみ を子 どもた ち に配 っ た り、避難所を訪れて ゲ ー

ム に興 じた りもしま した 。 こ れ らの 活 動は 、 泊 り込 みの 市民ボラ ンテ ィア や 全 国

の YMCA か ら派遣され たポ ランテ ィ ア コ
ー

デ ィ ネ
ーター によ っ て 支え られ ま し

た。 〜 ハ ー トラ イン か らリビン グライ ン へ 〜が、 これ か らの願 い で す。」

〈西神戸本部長　高田裕之氏〉

　「西 神戸 本部の特徴は 、力の 結集 とい うこ とで、行 政 と 比較的 うまく協力関係 を

結 んで 、地 域 の 救援活 動が行われ た こ とに あ ります 。救援物資配送 の 役割 分担、

長田 区に来 る ボ ラ ン テ ィ ア の 受付窓 口 の 運営 、震災で 活 動で きな くな っ た地域の

民 生委員の 支援な どの 活 動が挙 げ られ ます 。 こ れ は長 田で 38 年間の 活動実績が

あ っ た こ とや 開設 当初か ら若年勤労者 を対象 と した総合福祉セ ン タ
ー

構想の 中で

諸活動が展開されて きた歴 史、及び開園25周年を迎 える保育園な どの 日々 の 活動

を通 して、地域 はもち ろん、行政か らも当初よ り
一

定の 信頼を得て い た こ とに よ

り ます。こ の こ とは、震 災 と い う非 日常の 中で 、日常の あ り方が 問われ た こ とを
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　意味 します。また、保育園とい う福祉施設が、今回 の よ うな震 災時、い か に有効

　 な地域 の 救援活 動の 拠点 として の 機能を持 ち得る か も明確に し ま した 。 これ らの

　経験は 、今後の YMCA の あ り方に大 きな 示唆を与え る もの とな る で しょ う。」

　 （阪神 ・淡路大震災救援活動報告 「そ の時か ら、新 しい 生 き方が始ま っ た」 よ り）

　以 上、 3 名 の 本部長 の 言葉 に それ ぞれ の 働 きが 表 され て い る 。

　YMCA の 動きに加 えて 、 ご紹介すべ きは、 全国各地 の YMCA を支える奉

仕 ク ラブで あ る ワ イ ズ メ ン ズ ク ラ ブ 国際協会 日本 区 （理 事 　岡本 尚男氏 ：

当時）の 働き で あ る （当時 3
，
300 名の メン バ ー が所属）。 同日本区は 、 被災し

た所属 メ ンバ ー の 支援 、 YMCA と 協働 した 直接 的な救援活 動 、 義援 金を通 し

て の 支援や 様 々 なチ ャ リテ ィ イ ベ ン トの 開催、そ して被災 しつ つ 救援活 動に

あた っ た 神戸YMCA 復興の た め の 財政支援な ど多面的な奉仕活動に よ り被災

地を支え続 けた 。 救援活 動 の 初動 時期 に 、 韓国 ・台湾及 び他 の 国 か らを含め

約 1700 万 円 が義援金 と して 、 また後 3 年間に 渡 り各自毎月 1
，
000 円の 募金

を継続 して 捧 げて くだ さ っ た こ とは大 きな 力 とな っ た 。 前述の 岡本理 事は 、

1995 年6 月 3 日に 開催 され た横浜で の 第 49 回 日本 区大会に て 、「神戸 YMCA

に は 3年間、毎月 1
，000 円の 募金 を 開始 します。 これ は思 い をつ な ぎ、重ね

る た め で あ り、 毎月 『忘れ て い な い よ』 とい うメ ッ セ
ー

ジを神戸 YMCA と被

災地 ワ イズ メ ン たち に贈 り続 けるた め で あ り ます 。 1，000 円が 目的で は な く、

そ の 心 な の で す 。 誰 し も 、 常に励 ま しが 必 要で あ ります 。 」 （ワイ ズメ ン ズク

ラブ国 際協会 日本区報　通 巻 186号 ）と語 っ て い る 。 ワ イ ズ メ メ ンズ ク ラブ ・

YMCA 相互 の 日常的な信頼関係が あれ ば こ そ 、で あ っ た 。な お、同 日本区報 ：

通巻 185 号 に は 、
「阪 神 ・淡路大震災　理事事務局 ドキ ュ メ ン ト」 と して 17

日 〜 23 日に至 る まで 、時間 を追 っ て 克明 に 関係各位の 被災状況 や対 応が 記載

され て い て 、そ の 情報収集な らび に 発信 に お け る組織的な機能の 高さ を示 し

て い る 。

　 さて 、現在各YMCA 救援基地 にお い て 展開され た 震災救援活動は 、震災後

6年 6ヶ 月以上 が経ち、日常の 取 り組み へ と置 きか え られ 、有形無形の プロ グ

ラ ムが行わ れ て い る 。

一
例 を挙げれ ば、NPO 法人 「さば るて （ぼ ちぼ ち は う

すの 運 営な ど）」 の 活動だろ う。 西神戸 YMCA は、救援活動の 過程で 当時の

震災救援 コ ー ディ ネー ター で あ る宗利勝之 氏が 関わ り、兵庫県 こ こ ろ の ケ ア

セ ンター （現 こ こ ろ の ケ ア研究所）他専門家の 方々 の 協力によ り、アル コ ー

ル依存症者の 回復プ ロ グラム に 取 り組ん だ 。 プ ロ グ ラム は、そ れ の み に と ど

ま らず子 ど もの 虐待や 機能不 全 に 陥 っ た 家庭 の 問題 、生 きが た い 人 々 な どの

社会 的な問題 に及 んだ 。 そ の 取 り組み は 、 様々 な困難 を超 えつ つ 、 継続 的な

専門家 との 協働 によ りア ル コ
ー ル依存症 者の デイケ ア セ ン ター （小規模作業
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所）の 活動へ とつ な が っ て い っ た 。 また、全国各地で 芽生え始め た災害救援

ボ ラ ンテ ィ ア の ネ ッ トワ ー クに少な か らずYMCA が コ ーディ ネー タ ー と して

関わ りつ つ あ る こ とを追記 して お き た い 。

4 ）活動の特徴

　YMCA の 救援活動 にお ける 特徴 の 第 1 に、そ の 日常の 活動の 「多面性 ・多

様性」が 生か され た と こ ろ に あ る 。 先述 した よ う に YMCA は 、 日頃 か ら青少

年活動 ・ 地域活動 ・ 福祉 ・ 文化 ・ 健康 ・野外活動 ・語学／進学／職能教育 ・

国際 ・宗 教な どの 領域で 事業 を展開 して い る。神戸 YMCA に連 な る会員は 延

べ 13，000 名 。 そ う した様 々 なプ ロ グ ラ ム に現活 動会員 と して 参加 する メ ン

バー ・学生 や保護者、各部門 に携わ る 有給 ・無給の ボラ ン テ ィ ア 、 そ して そ

の OB ・OG 、 さ らに は ワ イ ズメ ン ズ ク ラブ と い う社会人 の サ ポ ー トボ ラ ン

テ ィ ア組織は、力強 い 支援者 と して YMCA の 救援活 動に 直接・間接関 わ っ て

くだ さ っ た 。 ま さ に 「人」で あ っ た 。 組織全体 が 、 ジ ェ ネ ラ リス ト （総合的 ・

包括的 ） グル
ー プ と して 、 そ の集団 力学 を働かせ た と言 え よ う 。

　第 2 に、 キャ ン プで培われ た実践が 「非常時」 に 生か された こ と 。 YMCA

の 歩み は 、キ ャ ンプ の 歩み と深 く密接 な歴史的な 関わ りが ある 。 組織キ ャ ン

プの 運営 に お ける YMCA の 実践か ら培われた経験 とノウハ ウは 、 例 えば避難

所運 営 に至 るま で大 き く力 を発揮 した 。 厳 し い 自然の 中限 られ た資源 を持 っ

て 、 そ の 折 々 の 状況 に 合わせ て 柔軟に創造性 を発揮 し 、 他者 と共 に 生き る と

い うキ ャ ン プで の 原理 原 則 は 、 ま さ に 災害直後 に それ こ そ 「毎 日が キ ャ ン プ

状態」 で あ っ た と き に、生か され た。 喪失体験 によ り笑顔 を失っ た 人 々 に レ

ク リエ ー シ ョ ン とい う最大の 武器 に よ っ て、楽 しみ を もた らせ た の も日頃の

活 動の キ ャ ンプや 小 集団活動 、 ス ポー
ツ活動の プロ グ ラム が 役だっ た場面

だ っ た 。 ある 一定 の時期 を経て 行わ れ た リフ レッ シ ュ キ ャ ンプな ども子 ども

た ちや 高齢者 へ の ケ ア に 貢献 した 。

　組織キャ ンプの 運 営や レク リエ
ー

シ ョ ン活動 な どの プロ グラム の み な らず、

さ らにキ ャ ンプの 実績が 生み 出 した 多様な貢献要素は、そ の 人 の 課題 や ニ
ー

ズを聴 き取 る 「カ ウ ンセ リン グ技術の 活 用」 （YMCA で は、キ ャ ン プに 関わ

る ボ ラ ンテ ィ ア を
“

キ ャ ン プカウ ン セ ラ
ー”

と呼ぶ ）、 「ボ ラ ン テ ィ ア ・コ ー

ディ ネー シ ョ ン の 応用 ・ 実践」、 また多 くの 人材 を輩 出 して きた こ と に見 られ

る よ う に 「リ
ー ダー シ ッ プの 発掘 ・養成」 で あ っ た と言わ ざ るを得な い 。

　加 え て 、 も う
一

つ の 重要な点は 、 リス ク リダク シ ョ ン ある い は リス クマ

ネー ジ メ ン トの 思 想だろ う 。
「危険 を 予知 し、最大限回避す る 。 万

一
や む を得

ぬ 事故が起 きた 際 には、それ を最 小限 に留 め、二 次災害 を起 こ さぬ よ う全力
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を注 ぐ こ と」を あ らゆ る 場面 を想定 して 、理 論・実践 とも に徹底的 に トレー
ニ

ン グす る 。 そ の 積み重ね は 、
「い ざ」 と い う と き 力を発揮す る こ とは 言 うまで

もな い 。

　第 3 は 、 難民救済 に携わ る国際協力 NGO で あ る 「難民を助ける会」 理事

吹浦忠正 氏と前述の 日本 YMCA 同盟 総主 事　宮崎幸雄氏 （当時）の交流関係

を礎 と した協力 によ り 、 西宮 YMCA 横 に 「サ ニ ー ボラ ンテ ィ アハ ウス 」とい う

震災救援ボ ラン テ ィ アの た めの 宿泊所兼 トレー ニ ン グ施設兼救援活動基地が建

設 され た こ とで ある （1995 年 8 月 31 日まで活 動）。 そ こ に も 日頃 の 関係 性の

蓄積が あ っ た 。 特記す べ きは、全 国はた また海外か らの 震災救援ボ ラ ン テ ィ ア

を、単 に救援活動の 現場へ 送 りこ むだ けで はな く 、
「地元 で の リクル

ー
ト （被

災地外 のYMCA で ）→ 現地で の オ リエ ンテ
ー シ ョ ン → 各種講義及 び トレ

ー
ニ ン

グ→ 被災地で の 救援活動→ 評価→ 地元 へ の フ ィ
ー ドバ ッ ク」とい う

一
連の 工 程

（言わ ばカ リキ ュ ラム ）に 従 っ て 、 教育的配慮 に満ちたボ ランテ ィ アの 組織化

を推 し進めて い っ た こ とだ 。 こ れは あの 混乱の 極み の よ うな被災地 で 展開され

た リー ダー シ ッ プ養成 に関わ る こ と と して 、 他に は 類を見 な い だ ろう 。

　第 4 に、西宮 ・西神戸 両 YMCA な どに 見 られ る よ うに 、 「震災以前」 か ら、

そ の コ ミ ュ ニ テ ィ に根 ざ して 活 動を行 い
、 地域住民 か ら認 知され ・信頼が得

られ て い た こ とは大変 大き い 。 日頃か らあ らゆ る 角度 で 人 々 の ニ ー ズ に寄 り

添 っ て 生 き、
「災害が 起こ る前」の そ の コ ミ ュ ニ テ ィ の 姿、人々 の 生活の 営み 、

暮 ら しの 背景や 社会的課題 と向き合っ て い た の だ 。 そ れ は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ

NGO の 真骨頂 と も言 え る 。

　第 5 に 、 日頃か ら国 内外協力の
一

環 と して 、例年 「国際協力募金」 運動に

取 り組ん で い る こ とだろ う 。 途上 国 や地 域で 最 も困難を抱え て い る 人 々 へ 、

毎年各地 の YMCA （ロ ー カル YMCA と私たちは 呼 んで い る）が そ れ ぞれ に

行 うキ ャ ン ペ ー ン を通 して 募金 を集 め 、 必 要な援助 と して 捧げる 、 とい うプ

ロ ジ ェ ク トで あ る。 援助 に は、単に 金銭や行為だ けで はな く 、
「理解 ・共 感」

と共 に 「行動計画」 が 必要だ。 何が最 も必要 とされ るの か 、 あるい は優先 さ

れ ねば な らな い の か、だ 。 自立 を重視 した 援助の あ り方 と課題解決 に向け た

本質へ の アプ ロ ーチ を常に心が ける こ とは活動 自体 を鍛 える 。

　 援助 には 、 言 うまで もな い が お 金や物資な どが 大 きな 要素 を 占め る 。 そ こ

に は必ず と言 っ て い い ほ ど、 公 正 な判 断 とオ ペ レー シ ョ ンの 的確 さ、同時 に

洗練 され た広報活動 （説明責任 を果た し）と様々 な意味で の マ ネ ー ジ メ ン ト

カが 問 われ る 。 各方面か らの チ ェ ッ ク＆ バ ラ ンス が 働 く 。 日頃か らそ うした

観点に よ っ て 活動が 展開され る こ とは、その 活動 の 健全性 を保つ の に役立つ
。

　第 6 は 、 多様な事業展 開 の 基盤 に 、 現場 （実践）主義 ・草 の 根 （民間）主
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義を貫く姿勢が ある こ と 。 第 1章で も触れ た よ うに 、 YMCA の 基本原則は 、

「人 と もに ある 」 こ と。 YMCA は、実践 によ る 社会事業 （キ リス ト教的に言え

ば 「証 し」）を柱 と して い る 。コ ミ ュ ニ テ ィ に根付 き、人 々 の 日々 の 営みか ら

あ る い は 共に 生 き続け る 中か ら 、 課題 を発見 し、 解決 して い く方策 を考 えて

い く 。 同時 に非 政 府 ・独 立性 を堅 持 して い く こ とは 、 YMCA の 根本理 念で あ

り 、 行動規範で ある と認識して い る。

　第 7に 、 YMCA は 、 キ リス ト教 を基盤 と した運動体である こ とだ ． そ れは 、

YMCA が YMCA た る 所以で もある 。　YMCA の A は、　 Associationの 略 一
つ ま

り志 を同 じ くす る人 々 の 連帯 一
を意味 して い る 。 第 6 と重複する が 、 キ リス

トに示 され た 「最 も困 窮に ある 人々 へ 求め られ る手 を」とい う ミッ シ ョ ン （使

命）を 、 プ ロ グ ラム （手段）を通 して 実現 し 、 さ らに ム ー ブ メ ン ト （運動）と

して 高め る とい う理 念 は、YMCA の 命 で あ りダイナ ミズム で もあ る 。 だか ら

こ そ 、 日常で あれ 、 非 日常で あれ 、特 に弱 く低 くされ虐げ られ て い る 人々 へ

の 活動 をモ ッ ト
ー と して 生き続 けて い る とい え る 。

　神 戸 YMCA 山 口総主事は、震災救援 にお け る諸活動の 総括 と して 、以下 の

よ うに語つ て い る 。

　　「私た ちに と っ て は、150 年前の G ・ウ ィ リアム ズの働きか ら始ま っ て 、ボラ ン

　 テ ィ アはず っ と続い て い る 。
一

中略
一
　 G ・ウィ リア ム ズが YMCA を ど う広 め て

　 い っ たか とい う ときに 、 彼は難 しい神学論な どせ ず、そ の 地域 の 、 そ の 時代の ニ
ー

　ズ、地域 の 人 々 が困 っ て い る 問題 をプ ロ グラ ム化 して い っ た 。そ こが YMCA の ボ

　 ラン テ ィ ア観 を示 す もの な ん で す。一中略一　YMCA とは、神 さまに仕 え る こ と

　 を中心 とする 団体で す。ボラン タ リズム の 最も聖書的な意味は、人に仕える こ と

　が神 へ の 献身に 昇華す る と い う こ とで す。そ うい うボラ ン テ ィ ア団体 と して の特

　徴は 『自発性』 なん です 。

一中略
一
　奉仕 をす る とい うこ とは、他の 誰 と も関わ

　 りの な い 神 と私の 問題 で す 。 こ の仕事 によ っ て私 は神さ まの 御栄 （み さか え）を

　現 す の だと考 えた ら、そ の 自発性は主体性 に変わ っ て い くと僕は思 っ て い ます 。

　 さ らに、無償性。そ れ は本人 に お いて 充足され る とい う意 味で の 無償性で す 。 」

　　　　　（The 　YMCA 　 200 ユ年 4 月号 ・特集 「YMCA と ボ ラ ンテ ィ ア論」 よ り）

　こ の 言葉は 、
「活動の 特徴」 とい うよ りも、 まさに YMCA が何故 、 日常で

あ れ 非日常で あれ 、人を中心に据えて コ ミ ュ ニ テ ィ に関わ る の か、How で は

な く 、 Why を端的 に示 して い る 。

　さ らに次 の 章で は 、 阪 神 ・淡路大震 災以後 培 われ た 地域 の ネ ッ トワー ク に

よ る国内外 の 災害救援 に 関わ っ て きた 、 神戸 を中心 と したYMCA の 働き に 少

し触れ て み た い 。
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第 4 章 ：阪神 ・淡路大震 災以後 （国内外 の 災害救援）

　YMCA は 、阪神 ・淡路 大震 災以降そ の 経験を 生か し続 けて い る 。 相次 ぐ国

内外の 様々 な災害は、そ の 「災害救援」 とい う名の 「地域間協力」 におい て

果た す べ き役割 をます ます 要求す る よ うにな っ た 。 そ の 中で も神戸 YMCA が

ユ ニ ー クな 存在で あ るの は、YMCA ネ ッ トワー クの
一

員 と して の 神戸 YMCA

と 、
「被災者責任」 を掲げ こ れ まで 延べ 25 回にわ た る海外 の 災害に対 応 する

緊急救援 NGO ネ ッ トワ
ー

ク
ー NGOs 　KOBE の

一
員 と して の 神戸 YMCA と

「二 つ の 側面」を有 して い る こ とで ある 。 そ の 活動の 一部 を 自ら の 経験 を 踏 ま

えて ご紹介 した い 。

　 ちな み に 、 NGOs 　KOBE とは、 阪神 ・淡路大震災の 直後、 故草地賢一氏が

提唱 し活動 を始 め た地元 NGO 救援連絡会議 に ル ー
ツ が ある 。 そ の 活動 は 、

第 1 回サ ハ リン地震救援 （1995 年 5 月）を皮切 りに 、 主 に ア ジア ・太平洋地

域 の 大規模災害 へ の 救援活動 を展開 し 、 第 17 回 トル コ 地震 ・第 18 回台湾地

震 を経 て 、 エ ル サ ル バ ドル （第 24 回 ）・
イ ン ド西部 （第 25 回）地震 へ の 救

援活 動に て 続行中で あ る 。 活動の 事務局で あ る被災地 NGO 恊働セ ン ター （代

表 ：村井雅清氏）は 、 そ の 働 きを高 く評価 され 、 2000 年 度 に第 12 回 毎 日国

際交流 賞 を受賞 した。追記 した い の は、 これ まで の活 動の 過程で 、 中南米や

ベ トナ ム の YMCA が 現地カ ウン ター パ ー トと して とて も良 い働き を して くれ

た こ とだ 。

1） 事例 1 （海外の ケ
ー

ス ： トル コ 地震 救 援）

　1999 年 8 月 17 日に 起 こ っ た トル コ
・
イ ス タ ンブー ル で の 大地震 は 、 私た

ち を大き く揺さぶ っ た 。 前述 して い る よ う に、 そ れ まで 神戸 YMCA は 、 地

元 NGO の 災害救援ネ ッ トワ
ー

ク 、 通 称 NGOs 　KOBE の 構成 メ ン バ ー
と して

そ れ ま で 延 べ 16回 の 海外の 災害救援に 直接・間接関わ っ て い た 。 どち らか と

言 えば 、 そ れ まで 後方支援 （間接 支援） の 役割 を果た して きた 神戸 YMCA

は 、そ の トル コ で の 阪神 ・
淡路大震災を遥か に しの ぐ規模の 震災 に際 して 、

事務局か らの 要請に よ っ て 神戸 YMCA を コ
ーデ ィ ネ

ー
タ

ー ・ 日本 YMCA 同

盟 を連 絡調 整 ス テ ー シ ョ ン と し、直接支援 と して の 緊急救援活動 に 加わ っ て

い くこ と とな っ た 。 先遣隊 （1999 年8 月下旬）の レポー トを受 け、第 2次救

援チ ー ム （同 9 月下旬）か ら第 5次 （2000 年 2 月 中旬）ま で すべ て に 全国 各

地 の YMCA の 協力 （東京 ・横浜 ・滋賀 ・奈良 ・大阪 ・神戸 ・広 島 ・熊本）を

得て 、主 と して レク リエ ー シ ョ ンや心の ケ ア ・サ ポー トの 諸活動 を行 っ た 。

　特 に、 私自身が 参加 した第 2 次救援チ ー ム は 、 メ キ シ コ の NGO 指導 者

（1985年の メキ シ コ 地 震の 救援復興活動にお ける立役者で あ るCoordiladora　de
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Residentes　de　Tlatelolco代表 ：Cuauhtemoc　Abarca 氏）を含 め様 々 な領域の 専門

家合計 22名 を組織 して 、 当時救援の 手が 届 かず 、 置 き去 りに されて い たデ リ

ン ジ ェ 市で の 活動を開始 した 。

　もち ろん 、 国 情 ・文化 ・ 民族性 ・ 風土 ・ 社会的背景 ・歴史 ・宗教 ・言語 ・

生活 習慣 な どすべ て に お い て 異なる 地域 で の 救援復興活動は、様 々 な 壁にぶ

ち当た っ た 。 こ れ まで もそ うだっ たが 、 成功 もあ っ たが、失敗や多 くの 課題

に も直面 した 。 これだ け長期 （リレー 派遣 とは い え）に救援チ ー ム を派遣 し、

第 5 次チー ム 終 了後 も被災地 NGO 恊働セ ン ター が 、 引き続き JICA との 協働

によ る現地 トル コ 日本村仮設コ ミ ュ ニ テ ィ の 建設 に携わ っ て い る例 は過去 思

い 当た らな い 。 2000 年夏は 、 トル コ の 被災地 の 子 ど もた ちと の 神戸 の 文化

交流及び リフ レ ッ シ ュ キ ャ ン プ （神戸YMCA 余島野外活動セ ン ター にて）が

実現 した。 援助か ら交流 へ 、 で あ る 。

　イス ラム 教国 で ある トル コ に 、 カウン ターパ ー トと して の 「YMCA の 存在

しな い 状 況 下」 で の 救援 活動 は異例 で あ っ た。 加え て 「YMCA 独 自の 1 で は

な く、 NGOs 　KOBE の 活動 を 支援協力す る形 で、 こ れ ほ どまで に 全国 各地 の

YMCA が 関わ っ た の は初め て で は な い か 。 すべ て あの 震災 を契機 と して つ な

が りが 強 ま っ た こ と、各地 域 で の 災害救援 に対 す る うね りと期待度が 高ま っ

た 結果 と言 え る 。

2 ）事例 2 （国 内の ケ ー ス ：有珠山噴火災害救援 ）

　有珠 山噴火災害が 起 きた際 、 す ぐさ ま NGOs 　KOBE の 事務局で あ る村井雅

清氏 （震災が つ な ぐ全国ネ ッ トワ
ー

ク代表 も務 め る ）か ら現地災害対策本部

の ボ ラ ンテ ィ ア コ ー デ ィ ネ ー ター の 役割で YMCA か ら人材を派遣 して ほ し

い 、 との 連絡が あ っ た 。 そ の 後 、 神戸 YMCA 山 口徹総主 事 と相 談 し 、 日本

YMCA 同盟 協 力 部主任主事　本行輝雄氏 （本行 氏は 、 阪神 ・淡路 大震災 の

際に も、救援活動本部へ 応援ス タ ッ フ と して 献身的な 働き を され た ）と 共 に 、

被 災地 に近 い 北海道 YMCA を前線基地 と して 、 日本 YMCA 同盟が連絡調 整

役 と して 、 そ して 千葉 ・ 横浜 ・ 神戸 ・広島 ・熊本な どの 各 ロ
ー カル YMCA が

実働部 隊 と して 、 とい う連携協力によ る救援活動 を行 っ た 。

　そ の ライ ン は、横 に見れば、被災地 NGO 恊働セ ン ター
を事務局 とす る 「震

災が つ な ぐ全国 ネ ッ トワ ー ク」 とい う国 内版 NGOs 　KOBE そ して 災害救援

NPO 第 1 号で あ る 日本災害救援ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ トワ ー ク （阪神 ・淡路大震

災 当時 一西宮ボ ラ ンテ ィ ア ネ ッ トワ
ー

ク、現在全国災害救援ネ ッ トワ
ー

ク事

務局 を務 め る ）な ど との 協働 とい うチ ー ム ワ
ー

ク も生ん だ 。

　 しか し、
一

方活 動 の 現 場で は 、 海外 の 災害 に関わ る際 に も共通 す る大きな
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課題が 立ちふ さが っ た 。 それ は 、
「一体 よそ 者で ある 私たち は、そ の 地 で 何が

出来 るの か 、ある い は何 を して は い けな い の か」と い う こ とだ っ た 。
「仲 間が

来たぞ ！ ！とい うエ
ー

ル を持 っ て や っ て きた」 とい う メ ッ セ ー ジを伝え る こ

とは 出来 る だろ う 。 しか し こ ち ら側の 論理 をそ の 国や地 域 の 事情を無視 して

押 し付ける わ けに は い かな い e 価値や考え方 の 強制に よ っ て 被災地 （者）の

自立 と主体性 を奪 っ て は な らな い 。 有珠山 とい う地域で 山 と共 に生きる人々

に都市の 論 理 を伝 え るの で はな く 、 そ こ に ある 問題 を共通 理 解 し合 う姿勢が

大切 な の で はな い か 。 私た ちにで きる こ とはわずか 、 経験 の 共有の みか も し

れ な い、種 をま く作業 に しか過 ぎ な い 、とい う 自制 した援 助の あ り方 を求め

な ければ な らな い だろ う。 私 た ちは 何時か そ の 被災地 を去る の だか ら 。

　国 内外の 災害救援 の 現場で 他 の NGO 指導者や ボ ラ ンテ ィ ア の 仲間た ち と

一一vaに活 動 す るプ ロ セ ス で 、　YMCA ス タ ッ フ と して の 私た ち に はな い 多 くの 事

柄 （特にそれぞれ の 枠組み を超 えたネ ッ トワ
ー

ク づ くり、 災害救援 の デザイ ン

や 政策提言、そ して 市民活動の エ ネル ギーな ど）を気づ か され また学ん だ。 同

時 に 自らの 活動 の 意義 を再確認す る こと も出来 た 。 こ の こ とは忘れ難 い 経験 だ 。

第 5 章 ：全体評 価 と課 題検証

　過去 6 年半、 災害救援に関わ っ た 中で感 じる こ とを大き く三 つ に分けて 述

べ させ て い ただ きた い 。

　 まず第 1 は 、 災害 を 「人間の 側」 か ら捉え た い とい う こ とで ある 。

　本論 に 入 る前 に 、

一
つ 現状か ら見た問題提起 を した い 。 今 、 多発す る 国 内

外の 災害 に あ っ て 、 全国 各地 に 官 民の 災害救援 ネ ッ トワ
ー

クが誕 生 し 、 災害

救援や 防災 コ ミ ュ ニ テ ィ に 対す る 機運は 高ま り、 多 くの 研究が 進み 始 めた 。

しか し、そ れ らの ほ とん どは 「ハ ー ド面」 即ち 情報や シ ス テ ム の み を追究 し

て い る よ うに見 えて しか た がな い 。 「ソ フ ト面」言わ ば 「人間」か ら捉 えた 災

害 とい う視点が 欠けて い る の で は な い か 。 私た ち が あ の 震災か ら思 い 知 らさ

れた の は、（人 知 によ る ）被造物は 限界が あ り、限界を超え れば も ろ く も崩れ

去っ て しま う、 とい う厳然た る事実だっ たの で は な い か 。

　神 戸 に は 、 震 災 を契機に WHO 、 国 連地域開 発研 究所兵庫事務所 、 同人道問

題調整 事務所 ア ジア オ フ ィ ス な どの 国際機関、国 と 自治体 の 協働 に よ る ア ジ

ア防災セ ン ター など、 災害 に関わる機関や機能が 集中す る 。 諸機関 の 働き に

よ っ て 、 災害 （防災）に 関す る 高度なイ ン フ ラの 整備が各 レベ ル で 推進 され

る こ とが 当然予 想 されるが 、
「人を見据えた」災害 と 日常へ の 取 り組み を忘れ

て は な らな い と思 う 。

　 さて 、本題 に入 りた い 。筆者が最 も強調 した い の は 、人 を社会 的かつ 精神
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的側面か ら捉 えた い こ とで あ る。言 い か えれ ば、災害 を Disaster（自然災害）

と して ば か りで は な く 、 Critical　lncident（危機的状況）で あ り、 Traumatic　Event

（トラウ マ に満 ちた 出来事）で ある と い う認識 を持 ちた い とい うこ とで ある 。

被災者で あれ 、 危機介入援助者 （震災救援ボ ラ ンテ ィ ア ・プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ

ル）で あ れ、 人間で あ る こ とに変わ りな く 、 どれ ほ どタ フ で あろ うと 、 命を

脅かす危機に直面した り 、 （か けが えの な い もの の ）喪失 ・死別を体験する こ

とに よ り、 人 は 「絶望 の 淵 に 叩 き込 まれ孤 立す る」 現実が ある 。

　機会あ っ て 、私は 震災直後か ら支援 して くれ たサ ン フ ラ ン シ ス コ の 日系 人

団体 ＊注 4 （当該地 も 1989 年 に 大地震 を経験 した）の 招聘によ る 、
「災害ス

トレ ス の ケ ア ・マ ネ ー ジメ ン トに関す る研 修」＊ 注 5 に 計8名 の種種 の 専門家

の 方々 と共 に参加した 。 サ ン フ ラ ン シ ス コ の危機介入 ワ ー カー は 、行政機 関 ・

警察 ・消防 ・医療 や 災 害救援 に従 事す る民 間援助 団体 に所属 しつ つ 、普段か

ら自身の ス トレス マ ネー ジ メ ン トを行 う仕組み を、学ん だ。そ の 際 最 も記

憶 に 残っ て い る の は 、   災 害時 の 鉄 則は 、 「Flexible，
　Flexible

，
　Flexible」、

  災害後 の 最 も大切な 「三 つ の T」
一
即 ち Tears，　Talk， ＆ Time を肝 に 銘ぜ よ 、

と教わ っ た こ とだ ＊ 注 6 。 米国で は 、「心 の 危機管理 」を含め て 災害 に 対峙す

る 。 医療の 現場で も もち ろ ん 、
「精神科救急」 が広 く一般化 しつ つ あ る 。

　 「ガ ンバ リズム の 国 ・ニ ッ ポ ン 」 で 、 災害の たび に 生 み 出 さ れ る被 災者 ・

犠牲 者 と援助者 の 多 く を 目 の 当た り に す る と き 、 「援助者 自身 へ の 援 助

（Helping　Helperまたは Caring　Care　Giver）」 と い う重要な ポイ ン トが見落 と さ

れ て い る と痛感す る 。 援助者へ の 援助は、災害の み に と どまらず、 日常 の 福

祉や 教育、介護 ・介助他多 くの 臨床現場 に も通 じる 。 そ うし た考 え方は、米国

で は コ ミ ュ ニ テ ィ に 浸透 して い る 。 危機的状況 に よ っ て 精神 の バ ラ ンス を崩

した 人 を病院 に押 し込 め隔 離する の で は な く、コ ミ ュ ニ テ ィ で 支える仕組み

が 発 達 し 、 か つ 予 防 に対 して も多様な 取 り組み がな され て い る 。

　災害時 の Disaster　Management あ る い は Damage 　Control ！Reduction か ら

Helping　Helper． そ して Community　Mental　Health の 発想 へ の パ ラ ダイ ム 変換

の 必 要が あ るの で はな いか 。

　第 2 に 、 災害の どの 部分 （どの 時期） に、 関わ るべ きか 、 とい うこ とで あ

る 。 敢 えて 言え ば、 「何時始め、何時終 わ るか 」で あ る 。 活動 を どの よ うな形

で 、 何時 、 誰が ピ リオ ドを打ち 、 次の ス テー ジ に 引き継い で い くの か。 こ れ

は、災害 の み な らずあ らゆ る救 済事業 に も通 じる 。 極端 に言 えば 、
「関わ る こ

とが 必 要か 否か」 と い う根本の 議論 まで 発展す る。時 に関 わ り過 ぎる こ とに

よ り 、 被災当事者 （被援助者）の 自立を妨げる構造を生み 出す 。 そ もそ も必

要以 上 に援助する こ とは （中身や 事柄 に も よ るが ）、 「援助そ の もの」 を 目的
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化 し、被災者を対象化 して し ま う恐れがある 。 こ の 「境界線 （ボー ダー ）」が

本 当に難 しい 。 国 家間援助 も 、 地域間援助 もや は り基本的に は 「対 人援助」の

構図 と変わ らな い よ うに思 える 。

　私た ちは 、 対 人援助 の視点 を 軸 に、災害救援 とい う地域 間協 力や そ の 過程

にお け る 関係性 を捉 え、他 者の 尊厳 ・自立を尊重す る 援助、に 徹 して い か ね

ば な らな い の で は ない か 、 と痛感す る 。

　第 3 に、YMCA の 災害 へ の 関わ りを含め た コ ミ ュ ニ テ ィ サ ー ビス の 有 り様

の 見直 し、 で ある 。 これ まで 縷々 述べ た こ とは 、 YMCA の 働きに対する 自画

自賛、 と受 け止 め られ る 方 もお られ るに違 い な い 。 それ ぞれ の 評 価 や ご意 見

を真摯 に受け止 めた い 。 も ち ろんYMCA も多々 課 題を抱 えて い る こ と を認 め

ざ る を得な い 。 本来は 、 も っ と こ の こ とに紙 面を割 くべ きだが 、 この 項で は 、

YMCA と市民 社会形成 の 観点か ら最後 に 触れ させ て い た だきた い。

　 先述 した故草地賢
一

氏 の 功績 の
一

つ は 、 市民 とNGO の 「防災」 国際フ ォ
ー

ラム とい う市民の 知恵の 結集 を意 図 して 、 毎 年同フ ォ
ー ラム を積み 重ね 、 震

災か ら
一

挙 に華 々 しい デ ビ ュ
ー

を果 た した ボ ランテ ィ ア を 、
「く ら し」の視点

か ら市民社会形 成 の 中心 に 据え るべ く議論 を進 めて い っ た こ とだ 。 そ の

フ ォ
ー

ラ ム は 、 市 民 検 証 研 究 会 、 そ し て 「ひ ょ う ご 市 民 活 動 協 議 会

（HYOGON ）」 へ と受け継が れよ うとして い る 。 そ こ に流れて い る の は 、 震災

を震災 に終 わ らせ な い 、市民の 市 民に よ る 市民 の た め の コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り

を、 とい う切な る願 い だ。そ こ に知恵の 連帯 が少 しず つ 芽 生 え つ つ あ る 。 必

要 と あれば 、 個 々 が 健全な る批判精神 と具体 的な代案 と政策論 を もっ て ロ

ビー
活 動 も しつ つ 、 ネ ッ トワ

ー
ク

・パ ワ ー
を 獲得 して い く 。 そ こか ら斬新 な

試 み と ア メ
ー バ 状 に 増 殖 し て い く 市 民 の エ ネ ル ギ ー

が あ ふ れ て い る 。

HIROSHIMA も NAGASAKI も OKINAWA もそ れぞれ に苦 難の 歴史 を生き続

け な が らメ ッ セ
ー

ジを発 信 し続 け 、 HIROSHIMA 、
　 NAGASAKI 、 そ して

OKINAWA で あ り続 ける よ うに 、 （同質 に捉 えて はい けない こ とは承知だが、

敢 え て ） KOBE も震災 か らの 教訓 と歴 史的な学 び を元 に KOBE で あ り続け

る べ く、活動 と知恵 とメ ッ セ ー ジ を常 に市民か ら発信 して い く役割を担っ て

い る 。

　私た ちYMCA は 、 災害か らの 教訓 を市 民活動 に根付かせ て い く地道な努力

と社会変革 の た め の 戦略を学ぶ 態度 を持ちた い 。 YMCA も市民活動 ・ 運動体

で ある とい う原点 を見据え て 。

第 6章 ：終わ りに

　 前の 章で も述べ た よ うに、災害救援 の 際、 「何時始 め、何時終え る の か」 あ
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る い は 「行 くべ きか行か ざ るべ きか」 とい う基本的な ポリシ ー
の 問題 を しっ

か り議論す る必 要が ある だろ う。 災害救援は、確か にセ ンセ ー シ ョ ナル な働

きで あ り 、 世の 中の 注 目度 も高い
。 けれ ど、 多くの リス ク も負う 。 場合 に よ っ

て は 命を も落とす 。 象徴的な 出来事 と して の故草地賢
一

氏の 救援活動 に東奔

西走 した 果 て の 「殉死 」 の よ うな急逝 （2000 年 1月 2 日）は 関係者に衝撃 を

与えた 。 命 を落 として はな らな い 、 と思 う 。 自らの ため に も 、 家族の た め に

も、誰の た め に も 。 余談 に な っ て しま うが、誠に惜 しい 草地氏の 召 天 は 、 そ

の 死が クロ ー ズア ッ プされれば される ほ ど、 稀有な存在を 際立 たせ る と同時

に この 世界で の 指導者層の 未成熟 を露呈 する とい う現状 を示す。奇 し くも故

草地氏は、 「YMCA の 人で あ り、信仰 の 人で あ っ た」。 そ の ライ フ ワー クを全

うせず に ピ リオ ドを打た ざる を得な か っ た 氏の 口 惜 しさが ひ しひ しと伝わ っ

て くる 。 私た ち に問わ れて い る こ とは実に多 い 。

　 被災者 を救 うこ とは 、 尊 い 仕事 で ある こ とは言 うまで もな い が 、た だ思 い

に駆 られ て 熱 く語 る だけで は な く 、 冷静 に、何 故 「私 （た ち）が 、何 を持 っ

て、 い つ まで 関わ る の か 」 を念頭 に置 くべ きだろ う 。 災害救援 とい う時 、 自

ら （の 団体）の 限界と守備範囲 を知 らねばな らな い の で は な い か 。 そ の 上 に

立 っ て 、 活 動や 運 動 を マ ネー ジ メ ン トして い く知恵 と力を持 ちた い 。 柔 らか

な発想 ・ビジ ョ ン ・計画性 ・戦略性 ・組織運営 力 ・バ ラ ン ス感覚 を持ちた

い 。 それ を突 き詰 めて い く過 程 で、「災 害救 援」とい う切 り口 か ら見 た 自らの

価値や アイ デン テ ィ テ ィ を確か な る もの に して い くの で はな い か 。

　 言 う まで もな い が、世界 中の あち こ ちで 紛争や 災害が絶 えな い 。 そ れ は と

りもな お さず、SOS の 発信 の 連続で あ る。誰か が、誰か の 支 えや 助 けを必要

と して い る 。 それ は遠 くの どこ か で 、 そ して 近 くの 何処かで 。 か く言 う筆者

は、要請 に よ り2001 年 1月 の 震災被災地 、 エ ルサ ルバ ドル ・イ ン ド入 りをす

る予定で あ る 。 エ ル サ ルバ ドル は、他の 中南米諸 国同様 に 政情不 安に よ り長

く内戦に よる虐殺な どを経験 した 国で あ る 。

一
方、イ ン ドは 、 構 造的な貧困 ・

近隣諸国 との 紛 争 ・カ
ー

ス ト制度な ど諸問題 を抱え て い る。私た ちの 想像 を

遥か に超 え た 困難な問題が あ るに違い な い 。 で は、「何故行 くの か ？」残念 な

が ら、 そ の 答 えは 自分の 中に もまだ出て い な い 。

　昨今の 話題 と して 、官民 に財が 加わ っ て後押 しす る NGO に よ る 紛争や 災害

救援 に対す る 「ジ ャ パ ン プ ラ ッ トフ ォ
ー ム構想」 が誕生 した 。 こ こ神戸で も

既存 の諸機関 に 加え、2001 年夏に 、世界で 3 箇所 目 、 ア ジア全域 を カバ ー す

る 国連人道問題調整事務所 （OCHA ）の Relief　Web 神戸事務所 （災害情報セ

ン ター）が 、 2002 年春に は官主導 の 阪神 ・淡路大震災 メモ リアルセ ン タ
ー

が

ス ター トする 。 加 えて 海外の 災害救援 に対応す る恒久的な NGO 組織 （海外
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大　江　　　浩

災害援助市民 セ ン タ
ー ：通称 CODE ＝ Citizens　towards 　Overseas　Disaster

Emergency ）の 設立 に 向けて 、構想委員会が 歩み始めた 。 しか し 、 まだ まだ多

くの ハ ー ドル を越え 、 リス ク を ク リア して い か なけれ ばな らな い
。

　本 フ ィ
ー ル ドレポー トで は 、 災害救援 と YMCA とい うテ

ー マ で 、そ の 歩み

を振 り返 りつ つ 諸課題 に つ い て 考え た。これ は あ くまで 実践か らの 報告で あ

り、 そ れ以 上 の もの で はない 。 隣人が同 じ痛み を共有す る もの と して 手を差

し伸べ る 社会 を 目指 して 、 成す べ き こ とを成す と い う願い を持 ち続 けた い 。

そ れ は と りもな お さず阪神 ・淡路大震i災 6，432 名の 犠牲者 、 そ して 世界各地

で 途方 もな く多 くの 災害 に あえ ぎ 、 貧困 ・格差 ・差別 ・抑圧 ・搾取 とい う構

造 的な暴力 と も闘 う人々 と共 に 生 きる こ との 証 しな の だか ら。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以 上
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〈注 〉

＊ 1　：当時の 1 円 ＝ 10，000 円 とす る と 、 貨幣価値 と して は 11億 4 千万 円 に

　　 ものぼ る 。

＊ 2　：伊勢湾台風救援に際 して 、神戸 YMCA か らは今井鎮雄、本 間立夫 、篠

一 142 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The International Society of Volunteer Studies in Japan

NII-Electronic Library Service

The 　工nternatlonal 　Soolety 　of 　▽ olunteer 　Studles 　ln 　Japan

災害救援 と YMCA

　　 原慶弘、木島三 雄な どの 各主事や会員 が駆 けつ けた。 今井氏 は 、 直後 に

　　 現地入 りし、「水害で は、機動力 となる ボー トが なければ救援活動は不 可

　　 能」 との 判断か ら 、 当時キ ャ ン プ長で あっ た神戸 YMCA 余島キ ャ ンプ場

　　 （小豆 島 ：1951 年開設）か ら緊急で ボー トを取 り寄せ る よ う指示 した 。

＊ 3　：シ ュ ワル ツ 氏は 、 「ただす る こ とをや っ た に過 ぎな い 」 と言 っ て 去 っ

　　 て い っ た とい う 。 何は と もあれ、彼らが伊勢湾台風直後、国際電話で 救

　　 助品 を送 る よ う西独 YMCA 同 盟 に 訴 え、 「翌 日 （！）、本国 よ り電報為

　　 替で 5，000 ドイ ツ マ ル ク （邦貨 428，000 円）が 送金 され 」 とい う対応

　　 の 迅速 さ は あの 時代 の 状況 を考える と 、 驚嘆以 外 の な に もの で もな い 。

＊ 4 ：サン フ ラン シス コ の 日系人団体 JCCCNC 　
・
　Japanese（M   i＆ （IOmmunity

　　 Center・ofNorthern ・Californiaは 、 阪 神 ・淡路大震災直後か ら 、 大 阪 YMCA

　　 を通 じて 、YMCA の 救援活動 へ 義援金総額約 5千万 円、プ ラス 物資、そ

　　 して人 的な 派遣 な ど多様な支援をい た だい た 。 加えて 現地で の 様々 な研

　　 修機会 の 提 供 ・交流な どの 関係 が多岐に わ た り広 が っ て きて い る 。

＊ 5　：危機介 入従事者の ス トレス をテ ー
マ に した研修 は、本間玲子先生 （Dr

　　 Reiko　Homma 　True）の コ
ーディ ネー トの 元．実施 され た。 本間先生は 、

　　 震災後神戸 YMCA や S．V．A．（現 シ ャ ン テ ィ 国 際 ボラ ン テ ィ ア会） な ど

　　 とも連携しつ つ 、主 と して 被災者 ・救援者の 精神的ケ ア の 領域にお い て

　　 精 力的な活 動 を され た、こ の 分野 の 世界 的 な第一
人 者で もあ る （元 サ ン

　　 フ ラ ン シス コ 衛生 局副局長 ・現 コ ンサ ル タ ン ト・カ リフ ォ ル ニ ア大学サ

　　 ン フ ラ ン シス コ 校精 神科 助教授）。 また 先生は 、 現在 も子 ども の 虐待や

　　 家庭内暴力な どに よ る トラ ウマ ケア をテ ーマ に、援助専門職 を対 象 と し

　　 た現地研修コ ー ディ ネー タ ー と して ご協 力い ただ い て い る 。

＊ 6　：Dr．　Kenneth・Passamaneck （老年精神科医）は 、 1989 年の サ ン フ ラン シ

　　 ス コ 大地震 （正 式 に は ロ マ ・プ リエ タ地震）の 際、米 国赤十字 の 救援ボ

　　 ラ ン テ ィ ア と して 働 かれ た 。 災害の 際は、常に 「柔軟」で あ る こ と。 ま

　　 た災害の 後、人 は Tears（涙を流す こ と）・Talk （語 る こ と ・分か ち合 う

　　 こ と）・Time （時間を必要 とする こ と）によっ て 、 癒されて い く こ と。 こ の

　　 2点を強調 され た 。 また 最後に 氏は 「高齢者 ・障害者 に よ っ て は 、 日が

　　 『震災』 の 日々 なの だ」 と も指摘 して お られ た。
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